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日

種

議

山

一
〇
、
師

の
経
教
に
劃
す
る
態
度

黄
奨
暉
師

の
灘
は
佛

心
を
以
て
第

一
義
と
な
し
、
且

つ
そ
れ
を
根
本
基
準
と
し
て

一
切
の
法
を
蹄
納
し
、
そ
れ
の

膿
得
を
以
て
唯

一
の
目
的
し

て
開
読
せ
し
も

の
で
あ
る
。
從

つ
て
佛
心
及
び
そ
れ
の
膿

得
以
外

の
道
は
之
を
否
定
し

て
悉
く
排
撃

し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
前
記
の
如
く
敏
學
者
に
封
す
る
態
度
は
是
正
的
で
あ
り
排
撃
的
で
あ

つ
た
。
今

経
教

に
封
す
る
態
度
も
殆
ん
ど
同
様
で
あ

つ
て
何
等

の
異
り
を
見
な

い
の
で
あ

る
。
高
踏
的
佛
心
の
第

一
義
を
以
て

臨
み
、
そ
れ
以
外
の
法
は
置
ハの
法
に
あ
ら
す
と
ま
で
極
端

に
読
破
し
て
ゐ
る
。
此
の
如
き
態
度
を
取
れ
る
も

の
は
必

す
し
も
師
に
限
る
の
で
な

く
、
從
上
の
祀
師

の
齊
し
く
持
す

る
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
禰
者
の

一
般
的
態
度

で
あ
る
と

見

て
誤
り
は
な

い
で

あ

ら

う
。

そ
れ
は

二
租
慧
可
大
師

の
如
き
有
藪

の
學
者
が
、
學
を
捨

て
、
嵩
山
に
達
磨
を
訪

ひ
、
不
可
得

の
問
答

に
よ
り

て
灘
を
把
握

せ
し
事
跡
に
よ
り

て
も
謹
明

せ
ら

る
、
。
師
も
亦
そ
れ
を
傳
統
的

に
持
績

し
て
、
最
も
忠
實

に
租
道

の
顯
揚

に
從
事
し
、
何
等
の
新

田
地

の
開
拓
を
し
や
う
と
は
し
て
ゐ
な

い
の
で
あ

る
。
唯

其
顯
揚

に
當
り
て
大
機
大
用
を
遺
憾
な
く
電
光
石
火
中

に
現
は
せ
し
鮎
が
、
從
上
の
祀
師
と
梢
異
り
て
其
特
徴
と
見

黄
樂
藤
師
の
輝
法
(下
)

(
一
)
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黄
漿
灘
師
の
暉
法
(下
)

(
二
)

る
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
纏
教

に
封
す
る
態
度
は
從
上
の
頑
師
と
何
等
異
る
こ
と
な
く
、
帥
ち
佛
心
を
基
調
と

し
て
之
に
臨
み
、
之
を
否
定
し

て
ゐ
る
。

帥

心
即
佛
は
師

の
佛
身
観
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
衣
に
譲

る
と
し
て
、

「
心
既
に
是
佛
な
ら
ば
、
還

つ
て
六
度
萬
行

を
修
す

る
や
否
や
」
と
云

ふ
問
に
封
し
て
、

「
悟
在
昌於
心
一、
非
關

昌六
度
萬
行
一。
六
度
萬
行
、
審
是
化
門
、
接
物
邊
事
。

設
使
菩
提
眞
如
實
際
解
脱
法
身
、
直

至
午

地
四
果
聖

、
鑑
是
度
門
、
非
レ關
昌佛
心
一。
心
即
是
佛
。
所
以

一
切
諸
度
門
中
、
佛
心
第

一
。
但
無
生

死
煩
拶

等
心
一、
帥
不
レ用
昌菩
提
等
一。
所
以
道
、
佛
説
二

切
法
一、
度

我

一
切
心
'。
我
無

二

切
心
一、
何
用
噂二

切
法
一。
」

と
答

へ
て
ゐ
る
。
眞
如
、
實
際
、
法
身

は
佛
敏

々
學
と
し

て
は
最
高
原
理

で
あ

つ
て
諸
法
の
源
泉

で
あ
り
諸
佛
の
根

本
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
を
化
度
門
中
の
施

設
の
法
門
と
云
ふ
。
然
ら
は
何
を
以
て

一
切
の
法
門
の
根
本
と
な
し
眞

實
在
と
な
す

べ
き
で
あ
ら
う
か
。
佛
心
か
否
、
佛

心
は

一
切
諸
度
門
中

の
第

一
位
を
占
む
る
も
の
と
云
ふ
。
然
る
と

き
は
佛
心
も
亦
施
設
法
中

の

一
で
あ

つ
て
眞
實
在

で
は
な
い
。
然
ら
は
師

は
何
を
以
て
置
ハ實
在
と

な

す

セ

あ
ら
う

か
、
た
と
ひ
廓
然
無
聖
と
云
ひ
、
本
來
無

一
物
と
云

ふ
も
何
等
か
の
根
本
的
な
法
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
若
し
塞
無

を
以
て
そ
れ
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
断
見
の
所
囑

で
あ

つ
て
佛
法
で
は
な

い
。
無

一
物
の
法
帥
ち

一
切
固
着
を
離

れ
た
る
無
碍
法
が
根
本
法
な
ら
ば
、
そ
れ
を
眞
實
在
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
廓
然
無
聖
も
亦
同
様

で
あ

つ
て
、
無

聖
の
聖
を
根
本
法
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
眞
實
在
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
瞼
。
然
し
灘
は
學

で
な
く
、
敏
で
な
き
故
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に
此

の
如
き
學
的
思
索
は

一
切
超
越
し

て
、
本
來
圓
満
に
具
是

せ
る
自
己
の
妙
心
を
把
握

し
、
そ
れ
に
よ
り
て
新
ら

し
き
生
活
を
開
く
の
で
あ
る
と
云

へ
ば
、
妙
心
を
萬
有

の
本
源
、
縄
的
生
活
の
源
泉
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此

の

如
き
意
味
に
よ
る
と
き
は
、
眞
如
、
實
際
、
法
身
を
以

て
そ
の
本
源
、
源
泉
と
見

る
の
と
何
等
の
異
り
は
な

い
の
で

あ

る
。
何
故

に
施
設
諸
度
の
法
門
と
し
て
之
を
否
定
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は

「
法
の
本
法
は
無
法
な
り
、
無

,
法
の
法
は
是
法
な
り
」
と
繹
奪
傳
法
偶

に
あ
る
如
く
、
「
無
法
の
法
」
が
根
本
法
で
あ

る
故

に
眞
如
、
實
際
、
法
身
佛

心

等
皆
施
設

の
法
門
と
云

へ
る
の
で
あ

る
。
「
無
法
の
法
」
は
永
劫
に
亘

つ
て
名
も
相
も
有
し
な

い
。
妙
心
と
云
も
中
ら

す
眞
如
と
云
ふ
も
中
ら
す
、
佛
心
と
云
ふ
も
中
ら
す
、
文
字
を
越

へ
名
樗
を
塞
し
て
、
し
か
も
髭
と
し
て
時
と
し
て

在
ら
ざ
る
こ
と
な

く
、
洞
山
の
所
謂
「
這
裡
有
}二

物
噛、
黒
如
レ漆
、
上
柱
レ天
下
控
レ地
、
在
二動
用
中
一、
動
用
牧
不
レ得
」

と
云
ふ
那
箇

の

一
物
、
こ
れ
が
帥
ち
黄
藥
灘
師

の
根
本
法
で
あ
り
、
繹
奪

の
無
法
の
法
で
あ

る
。
か
う
し
た
根
本
法

か
ら
見

る
と
き
は
眞
如
法
身
實
際
佛
心
等
皆
化
度

の
爲
に
相
封
的
に
施
設
せ
ら
れ
た
る
も

の
で
あ

つ
て
元
よ
り
眞
實

在

で
は
な
い
の
で
あ

る
。
師
は

「
我

に

一
切
心
無
け
れ
ば
、
何
ぞ

一
切
法
を
用
ん
」
と
云
つ
て
ゐ
ろ
。
帥
ち

一
切
心

あ
る
が
爲

に
止
む
を
得
す
建
立
し
て
説
き
し
も
の
で
あ
る
と
。
然
れ
は
建
立
法
が
置
ハ法
で
な

く
置
ハ實
在

で
な
き
こ
と

は
明
ら
で
あ

る
。
し
か
し
師
は
何
故
に
之
を
否
定
せ
し
か
、
そ
れ
は

一
切
の
抽
象
的
概
論
を
離
れ
て
、
碁
直

に
眞
實

在
を
把
握

せ
し
め
、
新
生
活
に
勇
躍

せ
し
め
ん
が
爲
に
否
定

せ
し
も
の
で
あ
る
。

灘

の
否
定
に
は
相
封
的
否
定
と
絶
封
的
否
定
と
が
あ

る
。
不
立
文
字
と
云
ふ
は
則
ち
相
卦
的
否
定
で
あ

つ
て
、
輕

黄
奨
輝
師
の
繹
法
(下
)

(
三
)
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黄
漿
輝
師
の
暉
法
(下
)

(四
)

教

の
交
字
言
句
に
固
着
し
て
離
れ
得
な

い
と
こ
ろ
の
法
執
を
除
却

せ
し
め
て
、
佛
心
膿
験

へ
と
誘
導

せ
ん
が
爲

に
之

を
云

へ
る
の
で
あ

る
。
故
に
経
敏
共
も

の
を
否
定
し
て
無
用
な
り
と
云
ふ
の
で
は
な

い
。
僧
史
略

に

「
不
立
文
字
者

遣
輩
ハ執

丈
滞
相
一也
」
と
あ
り
、
租
庭
事
苑
に
は
、

「
傳
法
諸
祀
、
初
以

}三
藏
敏
乗
粂

行
。
後
達
磨
祀
師
、
軍
晟傳

心
印
"、
破
レ執
顯
レ宗
。
所
謂
教
外
別
傳
、
不
立
文
字

直
指
人
心
、
見
性
成
佛
。
然

不
立
文
字
失
レ意
多
、
往

々
謂

、
屏
去

文
字
'、
以
昌黙
坐
爲

レ暉
、
是
實
吾
門
唖
羊
爾
。

且
萬
法
紛
然
、
何
止
交
字
不
レ立
哉
。
殊
不
レ知
、
道
猫
レ通
也
、

量
拘
昌執
於

一
隅
凹。
故
帥
こ文
字
一而
文
字
不
可
得
。

文
字
既
然
、
絵

法
亦
然
、
所
言以
爲
呂見
性
成
佛
也

。
量
待
レ遣
而
後
巳
」
。

と
も
あ
り
て
、
文
字
の
拘
執
を
離
れ
、
文
字
の
性
塞
な
り
と
膿
得
す
れ
は
、
丈
字
に
即
し
て
文
字
性
不
可
得
で
あ
り

何
等
の
拘
執
な
き

の
み
で
な
く
。
却

て
交
字
帥
ち
向
上
の

一
着
子
と
な
る
の
で
あ

る
。
か
く
云

へ
ば
否
定
は
肯

定

の

過
程
と
云
ふ
べ
き

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
且
ら

く
別
問
題
と
し

て
、
灘
者
入
道

の
門
と
し
て
十
手
圖
見
跡
序
に
は

「
依

レ経
解
レ義
、
閲
レ教
知
レ跡
」
と
先

つ
脛
敏

に
依

つ
て
佛
教

の
眞
理
と
眞
理
實
践

の
足
跡
と
彪
知
る
べ
き
も
と
を
読
い
て

ゐ
る
。
聖

一
國
師
は
、

「
未
だ
悟
ら
さ
れ
ば
経
に
よ
る
べ
し
、
悟
り
了
ら
ば
経
を
用
ひ

て
何
か
せ
ん
」
と
未
悟
以
前

は
経
敏

に
よ
り
て
法
理
の
理
解
に
勤
む
べ
き
こ
と
を
言
明
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
不
立
文
字
は
不
用
文
字
で
な
く
、
経

典
無
用
論

で
な
き
こ
と
は
明

で
あ
る
。
さ
れ
ど
古
來
不
用
文
宇

の
如
く
誤
解
し
て
、
敏
者
を
悪
罵
し
、
教
乗
を
閑
妄

想
の
如
く
云

へ
る
も
の
も
少
く
な
い
、
是
れ
旭
師

の
眞
意
を
誤
解
し
、
且

つ
公
案

の
み
を
暉
法
の
如
く
過
信
し
た
る
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弊

に
遇
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
佛
乗
若
し
無
用
な
り
せ
は
租
乗
は
術
以

て
無
用
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
佛
教
の
本
義
よ

り

せ
ば
佛
乗
租
乗
執
滞

は
共
に
不
可
で
あ

つ
て
、
若
し
執
滞
な
く
ん
ば
何
れ
も
自
己
生
命
の
記
録

で
あ
り
、
活
法
輪

で
あ
る
。
要
は
敏
乗
祀
乗
其

に
學
者
の
態
度

に
存
す
る
の
で
あ

る
。

絶
封
的
否
定
と
は
、
聖

一
國
師
の
所
謂

「
悟
り
了
れ
ば
経
を
用
ひ

て
何
か
せ
ん
」
と
云
ふ
立
場
で
あ
る
。
即
ち
そ

れ
は

「
悟
了
」
と

云
ふ
條
件
が
具
備
し

て
の
否
定

で
あ

る
。
悟
了

の
境
に
至
れ
は
眞
實
無
爲
の
境
で
あ
る
か
ら
帥
ち

一
切
の
心
な
る
境
地
に
あ

つ
て
、
永
嘉
大
師
は
「
了

ρ
見
無
二

物
一、
亦
無
レ人
分
亦
無
レ佛
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。
生
佛
を

越

へ
た
境
地
こ
そ
、
・即

一
物
の
自

立
自
謹
名
な
く
相
な
き
絶
封
境

で
あ
る
。
是
に
至
れ
ば
眞
如
も
法
身

も
超
越
し
て

自
己
原
因

で
あ
b
自
己
自
存

で
あ

る
。
宗
敏

の
極
致
、
灘

の
眞
境
は
こ
～
に
存
す
る
。
是
に
於
て
師
は

「
問
佛
度

衆

生
聯否
。
師
云
實
無

衆
生
如
來
度
者
一。
我
街
不
可
得
、
非
我
何
可
襖

。
佛
與
昌衆
生
一、
皆
不
可
得
、
云

現
有
昌三
十
二
相
及
度
昌衆
生
一、
何
得
』
戸
無
。
師
云
凡
所
有
相
、
皆
是
虚
妄
、
若
具

諸
相
非
ツ相
、
帥
見
昌如
來
'。
佛

與
昌衆
生
一、
鑑
是
汝
作
昌妄
見
一Q
祇
爲
レ不
レ識
昌本
少

、
漫
作
出見
解
鰭。
纏
作
佛

見
一、
便
被
昌佛
障
鞠。
纏
作
昌衆
生
見
馳、

便
被
議衆
生
障
嚇。
作
レ凡
作
レ聖
、

作
臓

等
見
一、
審
成
昌其
障
'、
障
昌汝
心
一、
故
練
成
昌輪
轄
一、
猫
如
昌禰
猴
放
レ
一
捉
二

無
7有
昌歌
期
一。

一
等
學
須
二無
學
一。
無
レ凡
無
レ聖
、
無
レ澤
無
レ垢
、
無
レ大
無
レ小
、
無
漏
無
爲
、
如
レ是

一
心
中
、
方
便

勤
荘
嚴
」

と
、
佛
す
ら
此
の
如

く
否

定
し
、
否
定
の
極
致

に
到
達
し

て
ゐ
る
。
況
や
諸
種
の
法
見
、
諸
種
の
脛
敏
を
否
定
す
る

黄
藁
輝
師
の
輝
法
(下
)

(五
)
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黄
壁
ハ灘
師
の
輝
法
(
下
)

(
六
)

こ
と
は
怪
む

に
足
ら
澱
の
で
あ
る
。
殊

に

「
學
須
二無
學
一」
と
は
修
學

の
根
本
方
針
を
指
示
せ
し
も

の
と
見

て
不
可
は

な

い
で
あ
ら
う
。
之
に
よ
れ
ば
學
は
.即
ち
無
學

に
到
達
す
る
爲
の
學

で
あ

つ
て
、
學

の
爲
の
學

で
は
な

い
。
佛
教
習

學

の
根
本
基
礎
は
こ

、
に
な
う
て
は
な
ら
ぬ
。
碧
巖
集
第

二
則

に
趙
州
が
三
祀

の
言
葉
を
取
り
來
り

て
、

「
至
道
無

難
、
唯
嫌
操
澤
、
縫
か
に
語
言
あ
れ
ば
、
是
れ
挾
揮
、
是
れ
明
白
、
老
信
は
明
臼
裏

に
あ
ら
す
」
と
云

つ
て
ゐ
る
が

夫
の
天
桂
が
、

「
麻

三
斤
乾
尿
概
と
云
ふ
も
早
や
こ
れ
棟
揮
な
り
。
擦
揮
は
正
法
の
、
邪
法
の
、
是

の
非
の
、
佛

の

衆
生
の
、
大
乗

の
小
乗
の
と
分
別
計
較
す
る
を
云

ふ
。
故

に

一
筋

の
至
遣
を
知
ら
ざ
る
な
り
」

と
説
け
る
の
は
、
、
・即

ち
掠
鐸
の
相
封
的
な

る
を
読
破
し
た
る
も
の
で
あ

る
。
暉

の
境
は
此

の
「
本
心
」
又
は
「
帥
佛
の
心
」
に
向

つ
て
碁
直

に

参
透

せ
ん
こ
と
を
要
す
る
。
「
本
心
」
は
幽
深
不
可
測
、
鯛
る
べ
か
ら
す
背
く
べ
か
ら
す
、
唯
霊
唯
妙
で
あ

つ
て
、
疎

も
な
く
親
も
な
く
、
難
も
な
く
易
も
な
く
、
佛
も
な
く
衆
生
も
な
く
、
二
元
野
立
の
迷
悟
、
是
非
、
邪
正
、
善
悪
等
を

超
越
し
て
ゐ
る
故
、
學
も
亦
封
立
を
越

へ
た
無
學

の
境

に
到
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
無
學

の
境
地

に
於

て
本
心
の
絶
野
的

光
が
自
ら
螢
し

て

一
切
を
照
す

の
で
あ

る
。

「
佛
法
を
習

ふ
と
は
自
己
を
習

ふ
な
り
」
と
は
則
ち
此
の
意
味
で
あ

つ

て
、
師
が
「
方
便
勤
荘
嚴
」
せ
よ
と
云
ふ
の
も
此
意
味
の
荘
嚴

に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
然
る
に
師
が
金
剛
輕
の
文
を

引
用

せ
る
を
以

て
般

若
の
塞
観
よ
り
否
定
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
と
観

る
の
は
、

「
爲
レ不
レ識
昌本
心

漫̀
作
昌見
解
」

と
云
ふ
語
を
見
落
し
た
る
見
解

で
あ

つ
て
、
元
よ
り
正
し
き
も

の
で
は
な

い
。
之
は
「
帥
佛

の
心
」
の
立
場
よ
り
之
を

道
破
し
た
の
で
あ
る
。
故

に
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「
千
日
學
レ慧
、
不
レ如
昌
一
日
學
フ渣
、
若
不
レ學
レ道
、
滴
水
難
レ清
」
。

と
慧
學
と
道
學
と
を
封
比
し
て
以
て
道
學
の
優
れ
る
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
道
は
即
ち
「
帥
佛
の
心
」
の
異
名
で
あ

つ

て
、
無
心
是
道
と
云
ふ
、
故
に
道
學
は
本
心
の
習
學
た
る
こ
と
は
明
で
あ

る
。

「
聴
レ汝
學
嚇得

三
乗
十
二
分
敏
一、

有
噌}
一
切
見
解
u、
総
須
レ捨
昌却
諸
見
一。
所
以
除
昌去
所
有
　、
唯
置
昌
一
床
、

寝
レ疾
而

臥
。
砥
是
不
レ起
昌諸
見
一、
無
二

法
可
ワ得
、
不
レ被
昌法
障
一、
透
唖腕

三
界
凡
黎
境
域
一、
始
得
昌名
爲
昌出
世
佛
し
Q

と
、
之
に
よ
つ
て
見
れ
は
、
佛
所
得
の
法
は
則
ち
無
法
の
法

で
あ

つ
て
諸
見
に
よ
る
の
法
で
は
な

い
。
而
も
諸
見
と

法
と
は
…封
立
關
係

で
あ

つ
て
、
法
が
あ
れ
は
諸
見
が
現
は
れ
、
諸
見
が
あ
れ
は
法
が
現
る
、
故

に
法
は
無
法
の
法
に

し
て
始
め
て
二
元
を
越

へ
て
絶
封

の
法
が
顯
れ
、

こ
の
絶
封
の
法

に

し

て
三
界
凡
聖

の
境
域
を
透
脱
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
故

に
佛

の
境
地
は
則
ち
無
心
の
境
地
で
あ

つ
て
諸
見
が
あ

つ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
臨
濟
が

「
嫌
ふ
底

の
法
な
し
」
と

云

へ
る
は
こ
の
無
心
の
境
地
で
あ
る
。
「
若
し
聖
を
愛
し
凡
を
憎
ま
ば
生
死
海
裏
に
浮
沈
せ
ん
」
と
警

告
せ
る
の
も
即
ち
こ

、
に
有
す
る
の
で
あ
る
。

臨
濟
が
凡
聖
憎
愛
を
提
出

せ
る
は
、
師

の
所
謂
法
と
見
と
の
意
味
で
あ

つ
て
、
法
の
有
す
る
と
こ
ろ
に
は
惜
愛
が

潜
み
、
見

の
存
す
る
所

に
は
是
非
が
孕
む
、
か
う
し
た
野
立
關
係
に
於
け

る
法
は
純
置
ハな
も

の
で
は
な

い
、
愛
も
亦

繕
封

の
愛

で
は
な
い
、
そ
れ
は

一
種

の
憎

に
過
ぎ
ぬ
。
無
心

の
境
に
於
け

る
愛
は
憎
な
き
愛

で
あ

つ
て
、
愛

の
外

に

何
も

の
も
な

い
。
無
法
の
法
に
し
て
此
の
如
く
無
縁

の
愛
か
生
し
、
愛
に
生
き

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故

に
か
う
し
た

黄
簗
騨
師
の
輝
法
(下
)

(七
)
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黄
藁
…暉
師
の
暉
法
(
下
)

(
八
)

境
地
に
は
何
等
の
法
障
も
な

い
の
で
あ
る
。

「
我
向
汝
道
、
等
閑
無
事
、
莫

護

用
心
一。
不
レ用
レ求
レ眞
。
唯
須
レ息
γ見
。
所
以
内
見
外
見
倶
錯
。
佛
遣
魔
道
倶
悪
。

所
以
文
殊
暫
起
昌二
見
一、
既
昌向
二
鐵
園
山
一。
文
殊
帥
實
智
、
普
賢
帥
権
智
、
梅
實
相
封
治
、
究
覧
亦
無
昌権
實
'。
唯

是

一
心
。
心
且
不
レ佛
、

不
昌衆
生
一、
無
レ有
昌異
見
一。
纏
有
昌佛
見
一、
作
昌衆
生
見
有
見
無
見
常
見
断
見
一、
便
成
三

鐵

園
山
被

昌見
障
一。
故
租
師
直
指
昌
一
切
衆
生
本

心
本
膿
本
來
是
佛
"。
不
レ假
}修

成
一、

不
ソ属
漸

次
一、
不
】是
明
暗
一、
不

昌是
明
"故
無
レ明
、
不
昌是
暗
p故
無
レ暗
。
所
以
無

蕪

明
一、
亦
無
昌無
明
蓋
"。
鑑
'入
り我

此
宗
門
一」
。

と
諸
見
を
息
む

べ
き
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
「
佛
溢
魔
道
倶
悪
」
と
は
徹
底
的
に
否
定
道
を
墨
揚
し
、
絶
封

へ
と
止
揚

し
た

の
で
あ

る
。
し
か
も
灘

の
立
場
と
敏

分
立
場
と
を
明
示
し
て
職

の
修
道
を
明
に
し
た
。
帥
ち
置
ハ理
の
探
求

に
努

力
し
て
敏
乗
を
辿
る
も
の
は
.即
ち
教
學
で
あ
る
が
、
灘
は
唯
諸
見
を
休
止
す
る
の
み
で
あ

る
。

一
を
積
極
と
云
ふ
な

ら
ば
他
は
頗
る
滑
極
的
で
あ
る
。
「
唯
凡
情
を
鑑

せ
、
別
に
聖
解
な
し
」
と
古
人
は
云

つ
て
ゐ
る
。
眞
理
は
求
め
て
得

ら

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
諸
見
を
休
止
す
れ
ば
そ
こ
に
光
を
放

つ
て
法
界
を
照
し
、
法
界
を
し

て
光
あ
ら
し
む
る

の
で
あ
る
。
古
人
が

「
演
若
達
多
頭
を
失
却
す
、
求
心
息
む
時
即
無
事
」
と
云

へ
る
の
も
此
意
味
で
あ

る
。
善
悪
相

封
の
善
は
善
も
亦
悪
で
あ
る
。
從

つ
て
衆
生
見
に
封
す

る
佛
見
は
佛
見
も
亦
悪
故
、
「
佛
道
魔
道
倶
悪
」
と
蓉
ひ
、
實

智
も
亦
権
智
に
封
す

る
智
な
ら
は
、
明
暗
相
封
の
明
と
同
様

で
あ
る
か
ら
之
を
否
定
し
ゐ
る
。
此

の
如
く
教
乗

の
眞

理
を
否
定
し
て
、
絶
封
否
定
に
よ

つ
て
眞
理
を
見
得
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
、
ま
た
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「
問
無
邊
身
菩
薩
、
爲
呂什
籔
木

レ見

如

來
頂
相
一。
師

云
無
レ可
レ見
。
何
以
故
、
無
邊
身
菩
薩
便
如
來
、
不
レ鷹

吏

見
'。

砥
教
レ汝
不
レ作

彿
見
、
不

落
呂佛
邊
一。
不
レ作
昌衆
生
見
一、
不
ゾ落

衆

生
邊
一Q
不
レ作
昌有
邊
一、
不
レ落
昌有
邊
一。
不
レ作
昌無

見
一、
不
レ落
昌無
邊
一。

不
レ作

瓦

見
"、
不
γ落
昌凡
邊

一。
不
レ作

聖

見
一、
不
レ落
二聖
邊
噂。
但
無
}諸

見
一、
帥
是
無
邊
身
」
。

と
、

こ
れ
敢
乗
所
説

の
實
在
的
無
邊
身
菩
薩
を
特
殊
な
暉
的
立
場
よ
り
解
明
し
て
、
し
か
も
否
定
道
を
忘
れ
て
ゐ
な

い
。
そ
こ
に
灘
の
立
場
も
あ
れ
ば
敏
と
異
な
れ
る
観
方
も
明
か
と
な

る
の
で
あ
る
。
藤

の
佛
身
観

は
黄
葉
灘
師
の

一

心
の
外

に
は

一
歩
も
出

て
ゐ
な

い
、
從

つ
て
大
日
、
彌
陀
、
観
音
等
を
説
く
に
し
て
も
、

一
心
具
有
の
徳
相
を
人
格

的

に
表
示
し
た
る
も

の
と
観

る
の
で
、
今
も
叉
無
邊
身
菩
薩
を

一
心
の
洞
舘
無
碍

の
姿
と
し
て
解
明
し
、
そ
れ
が
爲

に
か
く
は
否
定
的
語
を
用
ひ
た
の
で
あ

る
。
師
は
上
堂
に

「
百
種
多
知
、
不
レ加
昌無
レ求
最
第

一
一也
。
渣

人
無
事
人
、
實
無
二許
多
般

心
一。
亦
無
}遣

理
可
τ説
。
無
事
散
云
」
。

何
と
云

ふ
無
事
な
上
堂
で
あ
ら
う
。
此
の
如
き
上
堂

の
語
は
租
録
中
に
多
く
見
な

い
の
で
あ

る
。
佛
見
法
見
を
郷
下

〆し
た
道
人
の
垢
抜
け
し
た
姿
が
躍
如
と
し
堂
上
に
現
れ

て
ゐ
ち
。
臨
濟
は

「
無
事
是
貴
人
、
唯
莫
証
氾
作
」
と
云
ひ
、

佛
と
は
「
無
事
無
作
の
人
」
な
り
と
云

つ
て
ゐ
る
。
佛

の
寂
滅

の
境
は
恐
ら
く
か
う
し
た
心
境
で
あ
ら
う
。
か
う
し
た

心
境
は
實

に
無
底
の
深
淵

で
あ

つ
て
自
己
自
ら
其

深
さ
を
語
り
、
寂
滅
自
膿
が
寂
光
を
投
げ

て
ゐ
る
。
何
で
許
多
般

の
心
が
あ
ら
う
。
宗
敏
的
膿
験

の
深
み
に
入
り
、
眞
解
脱
の
面
目
を
登
揮
し
來
れ
ば
唯
是
れ
無
事

の

一
語

で
鑑

る
で

あ
ら
う
。
是
を
以

て
五
百
人
或
は
七
百
人
の
敏
授
師
と
敬
慕
せ
ら
れ
た
神
秀
が
法
を
得
す
し
て
、

一
箇
無
心
の
濫
人

黄
漿

同
師

の
輝
法
(
下
)

(
九
)
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蕃
{壁
盆陣
師
の
咄陣
法
(下
)

(
一
〇
)

た
る
慧
能
が
法
を
得
た
る
こ
と
が
理
解

せ
ら

る
～
。

「
問
六
租
不
レ會

経

書
一、
何
得
傳

衣
爲
ワ祀
。
秀
上
座
是
五
百
人
首
座
、

爲
哺藪

授
師
一、
講
昌得
三
十
二
本
経
論
甲、
云

何
不
レ傳
レ衣
。
師

云
爲
一他

有
心
一、
是
有
爲
法
、
所
修
所
謹
、
將
爲
レ是
也
。

所
以
五
祀
付
昌六
旭
一。
六
祀
當
時
是
獣

契
、
得
=}密
授
昌如
來
甚
深
法
一、
所
以
付
レ法
與
レ他
。
汝
不
レ見
レ溢
、
法
本
法
無
法
、
無
法

々
亦
法
、
今
付
盤
鋤法
一時
、

法
々
何
曾
法
。
若
會
昌此
意
一、
方
名
昌出
家
見
」
。

と
繹
奪
付
法
の
偏
を
引
謹
し
て
示
し
て
ゐ
る
。
無
心
な
れ
は
無
法
で
あ
る
。
是
れ
六
祀
が
付
法
を
得
た
る
所
以
で
あ

る
。
而
し

て
無
心
の
境
地
は
修
謹
を
越

へ
九
る
境
地
ゆ

へ
、
紳
秀

の
境
地
と
全
く
異
な

る
境
地
た
る
こ
と
も
知
ら
る

～
の
で
あ

る
。

自
分
は
前

に
否
定

の
極
致
に
は
肯
定
が
孕
ん
で
あ

る
と
云
つ
た
が
、

こ
れ
は
自
分
が

云
つ
た
の
で
は
な

い
、
黄
樂

藤
師

の
読
法
に
か
く
説
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る
。
帥
ち
師
は
無
心
の
悟
境
の

一
面
を
左

の
如
く
云

つ
て
居

る
。

「
云
何
悟
時
佛
在
昌何
腱
'。
問
從
レ何
來
、
畳
從
レ何
起
9
語
獣
動
静

一
切
聲
色
鑑
是
佛
事
、
何
更
求
レ佛
、
不
レ可
昌更
頭

上
安
レ頭
、
拷
上
加
7拷
。
但
莫
レ生
昌異
見
一。
山
是
山
水
是
水
、
信
是
信
俗
是
俗
、
山
河
大
地

日
月
星
辰
、
総
不
レ出
二

汝
心
口。

三
千
世
界
都
來
是
汝
箇
自
己
。
何
庭
有
昌多
歎
一。
心
外
無
法
、
満
目
青
山
、
虚
塞
世
界
、
咬

存
地
無
署糸
髪

許
與
レ汝
作
昌見
解
一。
所
以

一
切
聲
色
是
佛
之
慧
目
」

と
叉
コ

切
衆
生
菩
提
相
L
、
「
彌
勒
亦
如
、
衆
聖
賢
亦
如
也
」
と
悉
く
佛

の
佛
事

で
あ
り
佛

の
慧
目
で
あ
り
菩
提

の
相
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で
あ
る
と
云
ひ
、
「
一
切
無
不
是
」
と
云
ふ
。
無

心
境
地
は
此
の
如
く

一
切
荘
嚴

の
世
界

で
あ

つ
て
光
明
を
放
た
ざ
る

も

の
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
一
、
即
心
即
佛
の
慧
義

黄
葉
暉
師
の
佛
身
観
は
灘

の
傳
統
的
思
想
で
あ

つ
て
、
二
租
大
師
は
之
を
是
心
是
佛
と
云
ふ
。
更

に
之
を
逆
観
す

れ
ば
、
善
慧
方
士
が
既

に
心
王
銘

に
説
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
灘
宗
猫
特

の
思
想
と
云
ひ
得
な
い
。

つ
ま
り
は
支
那
佛

敏
の
實
践
涙
の
問
に
唱
道

せ
ら
れ
た
思
想
を
傳
承
せ
し
も

の
で
あ
ら
う
。
然
し
之
が
灘
者
の
問

に
盛
に
唱

へ
ら
る
、

に
至

つ
た
の
は
馬
祀
道

一
暉
師
時
代
で
あ
る
。
五
燈
會
元
(
三
)馬
租

の
章

に
、

「
師

一
日
謂
レ衆

日
、
汝
等
諸
人
、
各
信
昌自
心
是
佛
一。
此
心
即
是
佛
心
。

達
磨
大
師
從
昌南
天
竺
一來
昌至
中
華
一、
傳
二

上
乗

一
心
之
法
一、
令

汝̀
等
開
悟
一…
…
夫
求
レ法
者
、
鷹
レ無
レ所
レ求
。

心
外
無
呂別
佛
一、
佛
外
無
・別
心
・Q
…
…
叉
信

問
、
和
術
爲
昌甚
慶

読

昌帥
心
帥
佛
一。
師
日
爲
レ止
昌小
見
哺
一。
日
哺

止
時
如
何
。
師
云
非
心
非
佛
」
。

と
あ
り
、
叉
灘
林
類
聚
(
二
)
に

「
馬
租

一
灘
師
、
僧
問
如
何
是
佛
。
師
日
即
心
帥
佛
。

云
如
何
是
道
。
師
日
無
心
是
道
。
云
佛
與
レ道
相
去
多
少
。

師
日
佛
如
レ犀

手
、
遣
似
レ握
レ手
」
。

と
あ
り
、
其
他
南
陽
慧
忠
國
師
と
僑

の
問
答
中
に
も
記
し
て
あ
る
。
此
等
に
よ

つ
て
見
れ
ば
黄
彙
暉
師
時
代

に
は
、

一
の
問
題

で
あ

つ
た
こ
と
が
知
り
得
ら
る
、
。
所
が
前
記

の
馬
祀
章
に
よ
る
と
達
磨
が
傳
來

し
て
藤
宗
に
於
て
始
め

黄
藁
暉
師
の
暉
法
(下
)

(
一
一
)



黄
蘂
騨
師
の
輝
法
(
下
)

(
一
二
)

て
唱

へ
た
る
如
く
記
し
て
ゐ
る
が
、
支
那
佛
敏
と
し
て
系
統
的
に
見
る
と
き
は
、
必
す
し
も
達
磨

の
初
唱
と
は
云

へ

な
い
の
で
あ

る
。
己
に
善
慧
大
士
等
に
よ

つ
て
読
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
南

方
の
實
践
涙
共
通
問
題

で
あ

つ
た
こ
と
は

推
知
し
得

る
に
難

く
な

い
、
達
磨
と
善
慧
大
士
と
は
年
代
に
多
少

の
前
後
は
あ
る
も
、
大
膿
と
し
て
は
同

一
時
代
で

あ
る
か
ら
、
達
磨
も
亦
實
践
涙
の
思
想
に
依
つ
て
唱
道

せ
し
も
の
は
あ
ら
ざ
る
か
と
思
は
る
。
其
何
に
し
て
も
時
代

の

一
問
題
た
る
こ
と
は
疑
ふ
飴
地
は
な

い
の
で
あ
る
。
且

つ
達
磨
は
「
上
乗

一
心
の
法
を
傳

ふ
」
と
云
ふ
。
こ
の
立
場

よ
り
見
れ
ば
、
帥

心
即
佛
も
非
心
非
佛
も
同
し
く
見
哺
止
の
手
段
で
あ

つ
て
眞
の
實
在

で
は
な

い
、
具
實
在
は
唯

一

心
法
の
み
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
永
平
道
元
は
共
廣
録

に

「
西
天
諸
祀
道
昌無

心
是
佛
脚。
江
西
馬
租
道

帥

心
是
佛
一。
難
レ道
昌即
心
是
佛
一、
不
置是
道
昌心
猿
意
馬
即
佛
一。
近
代
學

人
多
少
錯
會
,

或
道

一
蹄
昌即
心
是
佛
一無
昌第

二
世
一。
急
籔
會
即
同
昌断
見
外
道
一。
良
久
日
、

帥
心
即
佛
何
宗
旨
、

欲
レ制
噌兜

嚇
一打

一
拳
」
。

と
あ
り
、
之
に
よ
る
と
即
心
暫即
佛
は
馬
祀

に
よ
つ
て
基
揚

せ
ら
れ
た
る
如
く
な
る
が
、
「
無
心
」
の
心
と
「
帥
心
」
の
心

と
は
内
容

に
於
て
は
同

一
で
あ
る
か
ら
、
西
天
諸
祀
以
來
の
傳
統
思
想
と
見
る
も
誤
り
で
は
な

い
で
あ
ら
う
。
帥

心

帥
佛
は
道
元
の
云

へ
る
如
く
頗

る
誤
解
を
招
ぎ
易
い
、
道
元
時
代

の
み
で
な
く
、
そ
れ
が
幾
多

の
問
題
を
生
ん
で
公

案
と
し
て
遺

さ
れ
て
ゐ
ろ
。
景
徳
傳
燈
録
(
二
八
)
に
は

「
南
陽
慧
忠
國
師
問
}職

者
"從
昌何
方
一來
。
封
日
南
方
來
。

師

云
南
方
有
荷

知
識

一。
日
知
識
頗
多
。

師

日
如
何
示
ゾ

9
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人
。
日
彼
方
知
識
直
下
示
'學

人
一、
帥
心
是
佛
。
佛
是
畳
義
。
汝
今
悉
具
見

聞
畳
知
之
性

、
此
性
善
能
揚
眉
瞬
目
、

去
來
蓮
用
、
偏
昌於
身
中
一。
掻
レ頭
頭
知
、

掩
レ脚
脚
知
、

故
云
昌正
偏
知
一。
離
レ此
之
外
更
無
噌殉

佛
一。
此
身
帥
有
昌生

滅
"、
心
性
無
始
以
來
未
u曾

生
滅
一。
身
生
滅
者
、
如
ヨ龍
換
レ骨
蛇
脱
レ皮
人
出
昌故
宅
'。
即
身
無
常
、
其
性
常
也
。
南

方
所
読
、
大
約
如
レ此
。
師

日
若
然
者
、

與

彼̀
先
尼
外
道
一無

有
昌差
劉

。
彼
云
我
此
身
中
有
二

神
性
、
此
性
能
知

昌痛
療
"、
身
懐
時
、
紳
則
出
去
、
如
昌含
所
レ嶢
含
圭
出
去
一、
舎
帥
無
常
、
圭
常
突
。

審
如
レ此
者
、
邪
正
莫
レ…辮
、
銑

爲
レ是
乎
。
…
…
若
以
昌見
聞
畳
知
一言
昌佛
性
一者
、
浮
名
不
レ鷹
レ云
、
"法
離
昌見
聞
畳
知
一、
若
行
見

聞
畳
知
"、
是
則
見

聞
畳
知
、
非
レ求
レ法
也
L
。

と
記
し

て
ゐ
る
が
、
此
の
如
き
誤
解

は
多

々
有
り
し
も

の
と
思
は
る
。
藤
録

に
は
「
如
何
な
る
か
是
佛
」
な
る
質
問

の

多
き
こ
と
幾
多
な
る
を
知
ら
な
い
、
公
案
大
成
に
記
す
る
の
み
に
て
も
武
百

に
近

い
歎

に
登

つ
て
ゐ
る
。
是
れ
當
時

の
問
題

で
あ

つ
た
爲

で
も
あ
る
が
、
ま
た
誤
解

の
存

せ
し
に
も
よ

る
の
で
あ
る
。
即

心
即
佛
と
言

へ
ば
誤
解
し
易
き

鮎
が
語
中
に
含
ん
で
ゐ
る
。
慧
忠
が
維
摩
輕
を
引
謹

せ
し
如
く
、
法
は
見
聞
畳
知
を
越

へ
て
而
も
見
聞
畳
知
を
離
れ

な

い
も
の
で
あ

る
。
黄
樂
暉
師
は
見
聞
畳
知
と
本
性
と
の
關
係
を
論
じ
て
左
の
如

く
云

つ
て
ゐ
る

「
學
道
人
、
唯
認
昌見
聞
畳
知
一施
爲
動
作
、
塞
昌却
見
聞
畳
知
一即
心
路
絶
無
昌入
腱
一。
但
於
昌見
聞
畳
知
庭
一認
昌本
心
一。

然
本
心
不
レ属

見

聞
畳
知
赤

不
レ離
見

聞
畳
知
鴨。
但
莫
下於
昌見
聞
畳
知
上
起

甲見
解
轟、
莫
下於
昌見
聞
畳
知
上
一動
渉
念
、

亦
莫
下離
昌見
聞
畳
知
一覚
渉
心
、
亦
莫
下捨
昌見
聞
畳
知
取

渉
法
。

不
レ即
不
レ離
、
不
レ住
不
レ着
、
縦
横
自
在
無
レ非
呂遣
場
し

黄
漿
暉
師

の
輝

法
(
下
)

(
一
三
)
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黄
奨
暉
師
の
暉
法
(下
)

(
一
四
)

と
、
此
の
如
き
読
は
其
誤
解
を
解
明
す
る
爲

に
読
け
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
必
す
し
も
當
時

の
み
の
問
題

で
な

く
し

て
古
今

の
修
道
者
の
緊
要
な
問
題
で
あ

る
。
師

は
特
に
見
聞
畳
知

の
心
に
於
て
本
心
を
認
め
よ
と
読
い
て
、
見
聞
畳

知
即
本
心
な
り
と
は
読
い
て
ゐ
な
い
。
「
街

叉
塞
=却
見
聞
畳
知
一即
心
路
絶
無
昌入
庭
」
と
は
實

に
師

の
實
際
輕
験

の
告

自
と
見
て
誤
り
は
な
い
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
師
は
帥
心
帥
佛
を
如
何

に
読
明
せ
る
か
、

「
問
何
者
是
佛
。
師

云
汝
心
是
佛
。
心
佛
不
異
、
故
云
昌即
心
即
佛
一。
若
離

於

心
効

更
無
レ佛
。

云
自
心
是
佛
、
租

師
西
來
如
何
傳
授
。
師

云
租
師
西
來
唯
傳
芯

佛
"。
直
指
昌汝
等
心
本
來
是
佛
一、
心
々
不
レ異
名
爲
レ祀
。
若
直
下
見
二

此
意
一、
帥
頓
超
昌三
乗

一
切
諸
位
"。
本
來
是
佛
、
不
假
昌修
成
」
Q

と
、
心
は
本
來
佛
で
あ
り
、
從

つ
て
三
乗

一
切
の
諸
位
を
超
脱
し
て
、
修
成
に
依
ら
ざ

る
も

の
で
あ
る
と
云
ふ
が
、

之
は
容
易

に
理
解
せ
ら
れ
な

い
、
そ
れ
で
弐
の
如
き
問
が
現

る
、
の
で
あ

る
。

「
問
從
上
來
皆

云
昌帥
心
是
佛
"、
未
審
那
箇
心
是
佛
。
師

云
禰
有
蔑

箇
心
一。
云
爲
目復
帥
凡
心
是
佛
、
即
聖
心
是
佛
一。

師

云
何
庭
有
昌凡
聖
心
一耶
。
云
即
今

三
乗
中
説
レ有
昌凡
聖
一、
和
尚
何
得
』
戸
無
。
師

云
三
乗
中
分
明
向
レ爾
道
、
凡
聖

心
是
妄
、
禰
今
不
レ解

反
執
爲
レ有
、
將
レ塞
作
レ實
、
豊

不
是

妄
騨。
故
迷
レ心
。

汝
但
除

却

凡
情
聖
境
一、
心
外
更
無
二

別
佛
」
。

と
、
之
に
よ
れ
ば
帥
心
の
意
義
頗
る
明
瞭
で
あ

る
。
即
ち
敏
學
所
読

の
心
を
凡
情
と
聖
境

に
撮
し
、
聖
境
す
ら
荷
之

を
除
却
し

て
、

一
切
心

一
切
法
を
離
脱
し
流
る
第

一
義
心
を
名
け
て
佛
と
云

へ
る
の
で
あ

る
。
故
に
叉
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「
問
如
何
是
佛
。
師
云
即
心
帥
佛
、

無
心
是
道
。

但
無
昌生
レ心
動
レ念
有
無
長
短
彼
此
能
所
一、
心
本
是
佛
、
佛
本
是

心
。
心
如
昌虚
塞
一。
所
以
云
佛
眞
法
身
猫
如
昌虚
塞
一。
不
レ用
昌別
求
一、
有
レ求
皆
苦
。
設
使
恒
沙
歎
行
昌六
度
萬
行
一得
二

菩
提
一、
亦
非
昌究
覧
一。
何
以
故
、
爲
レ囑
ピ因
縁
造
作
一故
、
因
縁
蓋
還
蹄
昌無
常
」
。

と
云

へ
り
、
「
即
佛

の
心
」
と
は
帥
ち

一
切
超
脱
の
心
で
あ

つ
て
封
立
的
の
も
の
で
は
な

い
。
若
し
総
て
の
封

立
を
越

へ
た
る
絶
封
的

心
な
ら
ば
、
浬
築
境
の
寂
滅
心
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
「
無
心
道
」
も
同
様

で
あ

つ
て
、

一
切
を
離
れ

て
自
我
が
自
我
を
自
識
す

る
所

に
溢
は
開
け
て
く
る
。
有
心
の
世
界
帥
ち
有
無
長
短
彼
此
能
所

の
世
界

に
於
て
は
眞

の
實
在
は
早
や
分
裂
さ
れ
て
ゐ
る
。
故

に
佛
と
は
名

け
得
な

い
の
で
あ
る
。
六
租
大
師
は

「
善
知
識
菩
提
自
性
本
來

清
澤
」
と
寳
林
寺
説
法
の
讐
頭
に
提
唱
し
て
ゐ
る
。
絶
封
的
眞
實
在

に
し
て
始
め
て
清
漂
と
言
表
し
得
る
。
そ
こ
に

何
等
か
の
封
象
が
あ
る
な
ら
ば
清
澤
で
は
な
い
。
故
に
か
う
し
た
清
澤
性
こ
そ
「
帥
佛

の
心
」
で
あ

つ
て
、
修
謹
不
二

と
云

ふ
如
き
思
想
は
全
く
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
職

の
佛
は
因
果
修
謹
を
遙

か
に
超
脱
し
て
、
眞
理
の
最

高
峰

に
立
り
第

一
義
心
を
稽
し
て
「
帥
心
即
佛
」
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

=

国
、
行

法

概
し
て
之
を
云

へ
ば
灘
は
知

の
宗
敏
に
あ
ら
す
し
て
行
の
宗
敏

で
あ

る
。
故
に
思
索
辮
謹
に
重
を
措
か
す
し

て
實

践
的
膿
験

に
措
く
の
で
あ

る
。
師
は
「
直

に
以
て
成
佛

せ
よ
」
と
云
ひ
、
「
凡
聖
彼
此
能
所
を
除
却
せ
よ
」
と
云

ふ
、
叉

は
「
我

に

一
切
心
な
け
れ
ば
何
ぞ

一
切
法
を
用
ん
」
と
も
云
ふ
が
、
如
何
せ
ん

一
切
の
心
あ
り
彼
此
能
所
あ
る
限
り

に

黄
葉
藤
師
の
輝
法
(下
)

(
一
五
)
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蕾
〔壁
公藤
師
の
謂弾法
下

(
圃
六
)

於

て
は
、
そ

こ
に
何
等
か
の
方
法
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
師
は
先
づ
求
道
者
の

一
般
的
態
度
を
左
の
如
く

云
つ
て
ゐ
る
。

「
但
是
衆
生
著
レ相
求
レ法
、
求
レ之
轄
失
、
使
昌佛
覚
レ佛
將
レ心
捉
"心
」
。

學
究
と
云
ひ
信
仰
と
云
ひ
、
客
観
界
に
向

つ
て
求

る
は
古
今

の
通
則

で
あ

つ
て
、
轄
た
求
む
れ
ば
轄
た
遠
く
、
恰
も

自
己

の
影
を
捉

へ
ん
と
す
る
が
如
く
、
追

ふ
に
随

つ
て
愈
遠
ざ
か
り
、
永
久
に
之
を
捉
ふ

る

こ

と

は
不
可
能

で
あ

る
。
何
故
な
れ
ば
、
能
所
の
別
は
求
心
に
よ
つ
て
生
し
た
の
で
、
求
む
れ
は
ま
た
そ
れ
に
鷹
じ
て
能
所
は
隔

つ
の
で

あ
る
。
故

に
「
唯
見
を
息
む

べ
し
、
別
に
聖
解
な
し
」
と
云
ひ
、
或
は
「
多
知
多
解
は
翻

つ
て
墾
塞
と
な

る
」
と
云
ひ
、

「
知
解
滑

せ
ざ
れ
ば
皆
毒
藥
と
爲

る
」
と
云

つ
て
ゐ
る
。
多
知
多
解
は
元
來
求

心
よ
り
生
じ
、
多
知
多
解

に
は
必
然

に

是
非
か
件
ひ
、
是
非

の
存
す
る
と
こ
ろ
に
は
憎
愛

の
念
を
含
む
、
此
の
如
く
求

る
所
は
展
轄

に
展
開
し
て
相
封

の
案

窟

に
堕
し
て
永
久
に
脱
す
る
こ
と
を
得
な
い
暗
境

に
堕
す
る
の
で
あ
る
。
永
嘉
も

「
惜
レ凡
愛
レ聖
何
時
成
」
と
読

い
て

ゐ
る
。
解

の
存
す
る
所
に
は
凡
聖
悟
愛
が
存
し
、
凡
聖
惜
愛

の
存
す
る
所

に
は
解
が
生
し
て
因
果
關
係
に
よ
り
て
始

終
す
る
か
ら
、
之
を
超
脱
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。
師
も
亦

「
要
且
解
属
レ情
、
情
生
智
隔
。
云
向
麸

裡
一莫
レ生
レ情
是
否
。
師
云
若
不
レ生
レ情
、
阿
誰
渣
レ是
」
。

と
云
つ
て
ゐ
る
。
解

は
元
來
情
識

の
所
産
で
あ

つ
て
、
「
是
」
と
批
到
し
非
と
批
到
す

る
も
情
識

で
あ

る
か
ら
、
從

つ

て
般
若
の
大
智
と
は
遙

に
懸
隔
す
る
。
故
に
情
識
を
越

へ
て
始
め
て
批
到
を
脱
し
、
こ

、
に

一
切
心
な
き
無
心
の
境
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に
達
す
る
の
で
あ
る
。
故

に
叉
、

「
我
此
藤
宗
從
上
巳
來
、
不
曾

敏
レ人
求
レ知
求
τ解
。
.
只
云
二學
道
一、
早
是
接
引
之
詞
。

然
道
亦
不
レ可
レ學
、
情
存
昌學

解
幽却
成

迷̀
道
」
。

と
説
け
り
、
是
れ
最
も
明
瞭
に
灘
の
立
場
を
言
表
し
九
る
も
の
で
あ

る
。
輝
は
道
を
以
て
立
場
と
し
、
し
か
も
道
は

「
不
可
學
」
と
云

へ
ば
學
の
範
園

で
な
き
は
勿
論
、
絶
封
的
な
眞
實
在
た
る
こ
と
が
知
ら
る

～
。

三
祀
は

「
至
道
無
難

唯
嫌
挾
揮
」
と
「
至
道
」
を
以
て
唯

一
絶
勢

の
眞
實
在
と
な
し
、
且
つ
唯
嫌
棟
揮
と
云
ぶ
。
棟
揮
は
學
で
あ
り
知
解

で

あ

る
。
知
解
に
は
明
暗
が
あ
り
、
棟
揮
に
は
是
非
通
塞

が
あ
る
。
道
は
通
達
を
本
義
と
す

る
故
大
路
の
如
く
、
人
馬

通

せ
さ
る
な
く

一
切
無
磯
で
あ
る
。

一
切
の
萬
有
、
人
事

の
諸
相
此
道
に
よ
ら
な

い
も
の
は
な

い
。
即
ち

一
切
庭
、

一
切
時
、
無
碍
自
在
に
し
て
、
四
聖
六
凡
共
に
由

つ
て
以
て
須
與
も
離

る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
。
か
う
し
た
本

源
的
の
道
は
時
間
室
問
を
超
越
し
、
因
果
を
離
脱
し
て
自
ら
自
膿
と
し
て
の
實
在

で
あ

る
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
自
己

原
因
で
あ
り
自

己
自
存

で
あ
る
故

に
何
等
他

に
依
存
す
る
所

の
も

の
で
は
な

い
。
故
に
「
不
可
學
」
で
あ

る
。
然
ら
は

如
何

に
し
て
道

に
達
す

べ
き
か
、
師
は

,

「
我
此
宗
門

不
レ論
昌此
事
一、
但
知
息

心
帥

休
。
更
不
レ用
}恵

レ前
慮
7後
」
。

と
、
直
裁

に
行

の
「
息
心
」
に
あ
る
こ
と
を
説
き
、
更

に
断
定
と
し
て
左

の
如

く
言
表
し

て
ゐ
る
。

「
沙
門
果
從
レ息
レ慮
而
成
、
不

從̀
レ學
得
一」

黄
漿
暉
師
の
輝
法
(下
)

・

(
一
七
)

、
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黄
葉
暉
師
の
暉
法
(下
)

(
一
八
)

と
、
沙
門

の
果
と
は
得
溢

で
あ
り
成
佛
で
あ
る
。
帥
ち
無
上
正
畳
の
膿
得

で
あ
る
。
然
も
そ
れ
は
唯
「
息
心
」
に
よ

っ

て
成
す
。
故
に
前
後
を
思
慮
す

る
こ
と
を
容
さ
な

い
、

「
息
慮
」
す
れ
ば
道
自
謄
と
し
て
自
ら
現
す

る
。
そ
れ
故
に

「
求
心
止
む
時
帥
無
事
」
で
あ

る
。
無
事
是
れ
無
心
で
あ
り
、
無
心
即
道

で
あ

る
。
息
慮
は
灘
の
み
の
實
践
法
で
は
な

い
、
繹
奪
の
成
道
も
之
に
よ
り
て
現
前
し
、
諸
聖

の
成
道
も
皆

之
に
よ
り
て
成
れ
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
は
何
故

に

成
道
が

「
息
慮
」
「
息
心
」
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
か
、
師

は

「
道
無
昌方
所
一、
名
矢

乗

心
一、
此
心
不
レ在
二内
外
中
間
一、
實
無
昌方
所
一。
第

一
不
レ得
レ作
昌知
解
一、
只
是
読
昌汝
如
今
情

量
叢
庭
一爲
レ溢
。
情
量
若
書
、
心
無
噌芳

所
」
。

と
、
帥
ち
「
情
量
の
霊
き
た
る
腱
を
道
と
爲
す
」
と
云
ふ
、
情
量
と
は
帥
ち
知
解

の
意

で
あ
り
、
方
所
と
は
迷
悟
凡
聖

の
意
味
で
あ
る
。
知
解
な
き
庭

に
は
迷
悟
凡
聖
は
な
い
。
迷
悟
凡
聖

の
な
き
所

に
は
修
謹
因
果
は
な

い
。
こ

、
に
於

て
始
め
て
無
碍

の
大
道
は
顯
現
し
、
無
名
無
相
不
可
得
の
心
は
現
前
す
る
。
師
は

「
此
道
天
眞
本
無
昌名
字
」
と
示
し

て
ゐ
る
。
是

に
よ
つ
て
「
息
心
息
慮
」
が
直

に
成
遣
の
方
法
た
る
こ
と
が
知
り
得
ら

る
～
。
此

の
如
く
「
息

心
息
慮
」
は

噛
實

に
師

の
實
践
的
行
法
で
あ

る
。

そ
れ
故

に

「
彌
如
今

一
切
時
中
、
.行
住
坐
臥
、

倶
學
二無
心
一、
久

々
錐
レ實
、

爲
昌禰
力
量
少

、
不
レ能
頓

超
"。
但
三
年
五
年
或

十
年
、
須
下得
二箇

入
庭
一自
然
會
去
"。
爲
法

不
7能
レ如
7是
、
須
レ要
將

レ心
學
レ灘
學
ツ道
、
佛
法
有

秤

慶
交
渉
」
。

と
ひ
た
す
ら
無
心
を
學

ふ
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
大
心
大
機

の
人
に
は
容
易

で
あ
ら
う
が
、
他
は
至

18
.



難

な

事

に
囑

す

る
故

三
年

五
年
十

年
と

云

ふ
、
古
然

り
今

も
然

り

で
あ

つ
て
、
易

に
似

て
難

な

る
か
な

で
あ

る
。

「
若

欲
昌會
得

一、

但

知
呂無

心
一、
忽

悟
忽

得
。

若
用
レ心
擬

學

取
一、
帥

轄
遠
γ法
。

若
無

昌岐

路

心

一
切
取
捨

心
一、
心
如

二

木

石
一始

有

學

道
分

一」
。

ら
如
今

一
切
時
中

、

行
住

坐
臥
、
但

學

蕪

心
一、
亦
無

恵

慮

一、
亦

無
昌依
俗

一、
亦

無

往

著

一、

終

日
任
蓮
碁

々
、
如

二

痴
人

一相
似

、

世
人
鑑

不
レ識
レ禰

、
禰

亦

不
レ用
レ教

昌人
識

巳不
識

一。

心
如

嵩頑

石
一、
都

無

}縫

鉾

一、

一
切

法
透

昌汝

心
一不
ゾ

入
。

兀
然
無

着

、
如
レ此

始
有
昌少
分

相

鷹
L
。

と

、
師

は
此

の
如

く
無

心
を
基

揚

し

て
、

一
向

に
無

心
を
學

ふ

べ
き

こ
と

を
説

い
て
ゐ

る
が
、

其

無

心
を
得

る

に
は

當

然
人

に
よ

り

て
涯

速
が

な

く

て
は
な
ら

ぬ
。

若

し
然

り
と

す
れ

ば
共
渥

速

に
よ

り
て
効

果

に
差

あ

り
と
す

べ
き

か

否

か

、
師

は
そ
れ

に
就

て

「
然

謹
二此
心
一有
昌涯
速

一、

有
下聞
レ法

一
念

便
得

昌無

心

一者
上、
有
下至
昌十
信

十
住

十
行

十

廻
向
一乃

得

無

心
一者
並、

有
下至
二

十

地
一乃

得

}無

心
陶者
上、

長
短

得

}無

心
一乃
住

、
更
無
竃可
レ修
可
7謹

、
實

無
詰所

得
一、
眞
實

不
レ虚

。

一
念
而

得
與
昌十
地

而

得

一、
、
功

用
恰
齊

、
更

無

二深

淺
一、

只
是

歴
劫

柾
受
昌辛
勤

一耳
」
。

と

説
ひ

て

ゐ
る
。
然

ら
ば

無

心
と

は
如

何
な

る
意

味

で
あ
ら

う
か

、

「
無

心
者
無

二

切

心
一」
と

は
師
言

表

せ
し
所

で

あ

る
然

ら
ば

一
切

心
と

は
何

を
意

味
す

る

か
、

師

の
所

説

に
よ
れ

ば
、
即

ち

思
慮
分

別

の
心
、

依
存

の
心
、
住

着

の

心

等

で
あ

る
。

然
ら

ば

此
等

の
心
を
遠

離

し

た
、
無

知

、
猫

自
、
無

碍

の
心

こ
そ
帥

ち
無

心

の
心

で
な

く
て
は
な

ら

黄
葉
輝
師

の
輝
法
(
下
)

(
一
九
)
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黄
薬
暉
師

の
輝
法
(
下
)

(
二
〇
)

ぬ

。
師

は
「
如

出頑

石

一都

無

縫

罐

」
と
読

き
、

叉
「
一
切

法
透
昌汝

心
}不
レ入
」
と

も
云

ふ
、
此

に
よ

つ
て

見
れ

は
猫
自

的

な

存

在

で
あ

つ
て
自

己
自

足

の
も

の
で
有

る
こ
と

は
知

り
得
ら

る

、
。

さ
れ

ば
無

心
と

は
則
ち

相
封

的
消

極
的
な

意

昧

の
そ
れ

に
あ

ら

す
し

て
、
圓

満
無

碍

の
心

の
意

味

た

る
こ
と

は
明

で
あ

る
。

故

に
無

心
が
道

で
あ

り
佛

で
あ

る
所

以

で
あ

る
。

「
如

今
學

道

人
、

不
レ悟
昌此

心
膿

一。
便

於
昌心
上
一、
生
レ心
、

向
レ外
求
レ佛

、
著
レ相

修
行
、

皆
是

悪

法

、

非
齢}菩
提

法

一。

供

養

十
方

諸
佛

一、

不
レ如
レ供

養

一
箇

無

心
道
人

一。

何

以
故

、
無

心
者
無

二

切

心
一也
。

如

々
膿

、

内
如
昌木

石
一、

不
レ動

不
レ揺
、

外
如

昌虚

室
一、

不
レ塞

不
レ碍

、
無
畠能

所

一、
無
昌方
所

騨、
無
二相
貌

一。
無
昌得
失

"。
越

者

不

敢

入
一此

法
一、

恐
望落
レ塞
無
昌棲

泊
庭

一、

故
望
レ崖

而
退
」
。

と

読

け
り

、
而

も
…「
供

養

十
方
諸

佛

一、

不
レ如
レ供

養

一
箇

無

心
道

人

」
と
は

、
多

心

の
債

値

を
絶

封

的

に
稻
讃

し

て

毘

盧
頂

上

に
卓

上

し

た
も

の
で
は

な
か
ら

う

か
、

若

し
無

心
が
無

室

な
心
な

ら
ば

、
何

を

以

て
此

の
如

く
樗
讃

し

や

う

。
若

し
無

心
が

自

己
自

立
自
足

な
圓
満

無
磯

な

心

に
あ
ら

ざ

り

せ

ば
、

何
を

以

て
諸
佛

と
封

比

し
て
、

諸
佛

も

「
不

如
」
と

云

ふ
べ
き

で
あ

ら
う

。

是
を

以

て
師

の
無

心

の
心
は
帥

ち
如

々
膿

で
あ

つ
て
、

一
切

の
封

立

を
越

へ
方

所

を

絶
し

得
失

を
離

れ
、

何
等

の
相
貌

も
な

き

濁
自

自
存

の
法

で
あ

る
。

「
恒

河
沙

者
、
佛

読
昌是
沙

一、
諸
佛

菩
薩

、

繹
梵

諸

天
、
歩

履

而
過
、

沙
亦

不
レ喜

。

毛
羊
懸

蟻

、
践

踏
而

行
、

沙
亦

不
レ怒

。

珍
寳

馨

香
、
沙

亦

不
レ貧

。
糞

尿
臭
繊

、

沙
亦

不
悪

。
此

心
帥
無

心
之

心
。

離

】
一
切
相

一、

諸
佛

衆
生

、
更
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無
差

別
脚、
但
能
無
心
、
便
是
究
寛
」
。

と
読
け
り
、
師

は
無
心
を
徹
底
に
墨
揚
し
て
此
の
如
く
其
意
義
と
債
値
と
を
明
瞭

に
し
、
而
も
「
是
究
覧
」
な
り
と
云

ふ
。
然

る
と
き
は
師
の
灘
的
行
法
は
唯
是
れ
無
心
の

一
法

で
あ

つ
て
、
無
心
に
始
ま
り
無
心
絡
れ
る
者
と
見

て
も
誤

は
な

い
で
あ
ら
う
、
そ
し
て
、
無
心
は
是
れ
如

々
膿

で
あ
り
、
本
心
で
あ
り
、
佛

で
あ
る
と

一
元
の
基
調
よ
り
登
し

て
、
而
も
そ
れ
を
以

て
貫
き
、
全
く
多
岐
に
亘
ら
す
、
頗
る
純
粋
に
し
て
軍

一
な
も

の
で
あ

る
。
然
し
唯
是
れ
無
心

と
云

へ
ば
消
極
的
の
み
に
解
せ
ら
る
が
、
師

は

「
但
直
下
無
心
、
本
禮
自
現
、
如
下大
日
輪
昇
昌於
虚
塞
軸偏
照
昌十
方
一、
更
無
中障
碍
」

と
積
極
的

に
示
し
て
ゐ
る
。
前

に
「
是
究
覧
」
と
云
ひ
、
叢
に
は
「
直
下
無
心
本
膿
自
現
」
と
云
ふ
。
然

る
と
き
は
、
無

心
は
本
燈
顯
現
の
行
法
と
見
ら
れ
、
自
語
相
違
の
見
と
な
り
、
從

つ
て
無
心
の
絶
封
的
債
値
は
認

め
難

い
こ
と
に
な

る
。
即
ち
方
法
的
債
値
は
あ
り
と
し
て
も
眞
實
在
と
し
て
債
値
は
全
く
創
減

せ
ら

る
、
の
で
あ
る
が
、
師

の
所
謂
無

心

の
眞
義
は
此
の
如
き
も
の
で
あ
ら
う
か
、
若
し
之
を
方
法
と
の
み
見

る
な
ら
ば
、
「
無
心
是
遁
」
「
無
心
帥
是
佛
」

の
語
は
如
何
に
見

る
べ
き
か
、
無
心
が
本
燈
顯
現

の
方
法
な
ら
ば
「
是
佛
」
と
云
ふ
理
由
は
な

い
、
師

の
所
謂
無
心
に

は
自

つ
と
二
種
の
意
義
が
含
ま
れ
、

一
は
則
ち
方
法
と
し
て
の
無
心
で
あ
り
、
他
は
無
心
自
ら
と
し

て
の
無

心
で
あ

る
。
自
ら
と
し
て
の
無
心
は
自
己
自
存

の
無
心

で
あ

つ
て
。

一
心
叉
は
妙
心
と
何
等
異
り
は
な

い
の
で
あ
る
。
然
ら

ば
何
故

に
否
定
的
無

心
の
語
を
用
ひ
し
か
、
そ
れ
は
灘

の
慣
用
的
手
段

で
あ

つ
て
、
否
定
に
よ

つ
て
絶
封
肯
定
を
顯

黄
彙
繹
師
の
輝
法
(
下
)

(
二
】
)
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黄
藁
輝
師
の
灘
法
(
下
)

-

(
二
二
)

現
す
る
に
過
ざ
な
い
の
で
あ

る
。

一
切
心
を
否
定
し
た
る
其
極
致
が
帥
ち

一
心
で
あ
り
本
膿

で
あ

る
故

に
、
外
面
的

に
云

へ
ば
無
心
で
あ
り
、
内
面
的
に
云

へ
ば
本
膿
で
あ

る
。
然
し
そ
れ
は
言
葉
と
し
て
言
表

せ
ん
と
す
る
場
合

の
こ

,
と
で
あ

つ
て
、
「
無
心
」
「
本
髄
」
自
ら
に
は
内
外
は
な

い
、
故
に
相
甥
的
に
之
を
言
表
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。

若
し
之
を
畳
知

せ
ん
と
せ
ば
そ
れ
自
ら

の
自
謹
性

に
よ

つ
て
自
畳
す

べ
き
で
あ
る
。
故

に
師

の
言
葉

の
用
法
を
知
ら

は
無

心
に
於
け
る
前
後
の
相
異
は
自
ら
理
解

せ
ら

る
～
で
あ
ら
う
。

=
二
、
結

語

自
分
は
濁
断
に
も
黄
奨
灘
師

の
職
法
を
以
上
に
分
類
し

て
、
其
内
容

の
如
何
な
る
も
の
か
を
観
照

せ
ん
と
し
た
の

で
あ

る
が
、
師

の
灘
法
が
之
に
書
さ
れ
た
と
云
ふ
意
味

で
は
な
い
。
最
も
有
名
に
し

て
生
命
と
も
云
ふ
べ
き
公
案
に

は
全
く
鯛
れ
て
ゐ
な

い
。
故
に
こ
の
小
稿
は
師
の
生
命
を
捨

て
～
形
骸

の
み
を
観
察
し
た
観
が
な

い
で
は
な

い
が
、

其
血
液

の
幾
分
か
は
此
の
中

に
盛
ら
れ

て
ゐ
る
と
思

ふ
、
同
時
に
公
案
は
他

の
公
案
と
共
に
別
に
考
察
す
べ
き
意
向

を
有
す
る
か
ら
、
こ

～
に
は
省
略
し
だ
の
で
あ

る
。

師

の
灘
法
の
中
心
を
な
せ
る
も
の
は
前
記

の
根
本
法
た

る

一
心
で
あ
る
。
而
し
て
其

一
心
は
本
性
、
本
膿
、
無
心

佛
、
如

々
等
の
異
名
を
以
て
現
は
さ
れ

て
ゐ
る
。
然
し
そ
れ
は
師

に
限

る
の
で
な
く
、
百
丈
、
臨
濟
、
馬
租

、
慧
能

等
皆

こ
の
方
法
を
取

つ
て
ゐ
る
。
何
故
に
之
を
嚴
密

に
匠
別
し

て
其
内
容
を
明
示
せ
ざ
る
か
な
れ
ば
、
そ
こ
に
敏
學

と
の
異
り
が
存
す
る
。
敏
學
は
學
の
任
務
な
り
使
命
な
り
よ
り
し
て
之
を
論
理
的
に
研
究
し
て
其
翼
理
を
明
示
す

べ
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き

で
あ
る
が
、
灘
は
元
よ
り
學
で
な
く
、
從

つ
て
其
立
場
も
異
な
り
、
唯
其

一
心
を
燈
験

せ
し
め
ん
と
す
る
に
過
ぎ

な
い
か
ら
、
随
時
に
機
宜

に
從

い
・て
用
び
た

の
で
あ
る
か
ら
、
其
結
果
が
種
々
の
名
稽
使
用
と
な

つ
て
居
る
の
で
あ

る
。
且

つ
前

記
の
如

く
経
敏
に
封
し
て
は
頗
る
非
同
情
的
で
あ

つ
て
、
極
端
に
知
識
的
理
解
を
否
定
し
て
、
幕
直

に

本
膿

に
墾
じ
本
膿
を
把
握
し
て
そ
れ
に
生
き
、
其
光
明
を
登
現
す
べ
き
も

の
を
詮
て
方
る
。
然
し
そ
れ
も
灘

の
み
で

は
な
い
。
輕
敏
の
中
に
も
否
定

の
語
を
以
て
眞
理
を
言
表
し
て
ゐ
る
こ
と
が
少
く
な

い
。
し
て
見
れ
ば
實
際
的
膿
験

を
以
て
本
務
と
す
る
暉
が
否
定
的
で
あ

る
の
は
何
等
不
思
議
は
な

い
の
で
あ

る
。
抽
象
的
概
念
構
成

に
す
ら
幾
多
の

否
定
語
を
用
び
之
を
表
示
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
況
や
實
際
膿
験

に
於

て
否
定
的
態
度
を
以

て
臨
み
、
練

て
を
否
定
し

去
つ
て
十
方
無
碍
の
大
肯
定

の
世
界

に
呼
吸
せ
し
め
、
生
活
せ
し
め
ん
と
す
る
に
は
、
こ
の
方
法
の
外
辿
る
べ
き
道

が
な
い
で
あ
ら
う
。
殊
鮮に
東
洋

の
聖
者
が
宗
敏
の
眞
理
を
思
索
し
、
膿
現

せ
ん
と
す
る
場
合
は
必
す
否
定
的
語
を
用

び

て
ゐ
る
。
之
に
よ

つ
て
見
れ
ば
師
が
否
定
的
言
葉
を
以
て
言
表
し
、
且
つ
膿
駿

へ
と
指
導
し
た
の
は
、
軍

に

「
藤

た
る
が
故
」

に
の
み
で
な

く
し
て
、
恐
ら
く
他

に
適
當
な
語
が
存
在
し
な
か

つ
た
爲

で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
否
定
語

は
師

の
翼
理
を
語
り
、
藤
を
言
表
す
る
所

の
言
語
で
あ
り
、
其
態
度
は
膿
験

へ
の
唯

一
の
送
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

之
れ
に
よ

つ
て
見
れ
ば
師
が
否
定
的
言
葉

を
以
て
言
表
し
、
且

つ
膿
験

へ
と
指
導
し
た
の
は
、
輩

に
「
灘
た
る
が
故
」

に
の
み
で
な
く
し
て
、
恐
ら
く
他
に
適
當
な
語
が
存
在
し
な
か
つ
た
爲

で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
否
定
語
は
師

の
眞
理

を
語
り
、
灘
を
言
表
す
る
所
の
言
語

で
あ
り
、
其
態
度
は
膿
験

へ
の
唯

一
の
道

で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

黄
藁
輝
師
の
暉
法
(下
)

(
二
三
)
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(
黄
奨
暉
師
の
輝
法
下
)

(
二
四
)

そ
れ
で
無
心
と
云
ひ
無
法
と
云
ひ
無
佛
と
云
ふ
も
、
よ
り
以
上
高
き
心
、
法
、
佛

へ
の
過
程
と
し
て
の
否
定
で
あ

り
、
而
し
て
心
、
法
、
佛

は
無
名
無
相
の
眞
實
在

で
あ

つ
て
、

一
心
叉
は
佛
心
の
言
び
に
外
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。
故

に
彼
は
或
時
は
佛
心
を
以
て
眞
實
在

へ
の
過
程
と

し
て
読
き
、
或
時
は
佛

心
を
眞
實
在
自
ら
と
し
て
説
び
て
ゐ
る
。

之
を
論
理
的
に
見
る
な
ら
ば
頗
δ
矛
盾

の
観
あ
る
も
、
師
は
之
を
論
理
的

に
説
け
る
の
で
な
く
、
否
定
と
肯
定
と
を

自
由

に
使
用
し
て
、
否
定
を
可
と
す
る
場
合

は
之
を
否
定
し
、
肯
定
を
可
と
す
る
場
合
は
肯
定
的
に
読
破
し
、
要
は

何
れ
も
十
方
無
碍
の
境
地

に
誘
導

せ
ん
が
爲

に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
そ
れ
故
に
師

自
ら
は
否
定
肯
定
を
越

へ
た
所
謂
無

心
の
境
地
に
住
し
て
、
謹
目
定
に
よ
る
を
可
と
す
れ
ば
肯
定
的
に
言
表
し
、
否
定
を
可
と
す
れ
ば
否
定
的
に
言
表
し
、

自
由
に
何
等
の
拘
束
な
く
之
を
使
用
し
て
誘
導
を
試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故

に
師

の
所
謂

一
心
叉
は
佛
心
の
如
何

に
絶
封
的
第

一
義
な
る
か
を
知
り
得
や
う
。
碧
巖
集
第
八
十
則

に

「
古
人
(
石
頭
)
道
、
柄
被
蒙
レ頭
萬
事
休
、
此
時
山
僧
都

不
會
、
若
能
如
レ此
方
有
昌少
分
相
鷹
一。
錐
昌然
如
τ此
、
孚
奈

一
黙
也
隔
レ他
不
レ得
。
山
依
ゾ奮
是
山
、
水
依
レ奮
是
水
、
無
昌造
作
一無
昌縁
慮
一、
如
下日
月
蓮
昌
於
大
虚
一
末
甲
嘗
暫

止
姦、

亦
不
レ道
我

有

許

多
名
相
一。
却
矢

普
蓋
一餌

地

普
撃
一、
爲
昌無
心
一故
、
所
以
長
二戴
萬
物
"。
亦
不
レ遁
四我
有
昌
許
多
功

行
一。
天
地
爲
無

心
一故
、
所
以
長
久
。
若
有
心
則
有
藺限

齊
噛。
得
道
之
人
亦
復
如
レ是
、
於
昌無
功
用
中
噌
施
昌
功
用
'。」

と
圓
悟
が
道

つ
て
ゐ
る
が
、
黄
葉
暉
師

の
心
境
及
び
接
手
も
亦
此
に
外
な
ら

ぬ
の
で
、

一
切
の
説
法
施
設
は
無
功
用

中

の
功
用
で
あ

つ
て
言
語
上
の
矛
盾

で
な

く
、
矛
盾

に
よ

つ
て
功
用
が
光
を
放

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
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